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桜 の 開 花 情 報 が 聞 こ え て き ま し た 。 咲 き 始 め た 一 輪 の 花 に し ば し 心 が 和 み ま

す。現在会員 登録数 4,654 人さま。次 号は ４月 21 日発行の予 定 です／  
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●  日産  童話と絵本 のグランプリ  特別 講演「物語を 書くコ ツ」  

昨年３月開催 の「第 41 回  日産  童話と絵本 のグランプリ 」表彰式 内で実施し

た、吉橋通夫さん（ 児 童文学作家 、本グ ラン プリ審査員 ）によ る特 別講演 を無

料公開してい ます。 ３月 31 日（火）ま で 。ぜひご覧く ださい 。  

詳細は↓  

http://www.iiclo.or.jp/07_com -con/02_nissan/index.html#41tokubetsukoen  

〔 YouTube〕  https://youtu.be/XekGjWmtVBA  

 

●  ≪ご寄付をお願 い します≫  当 財団の 運営を応援い ただけ る個人、法人の  

皆さまからの ご寄付 を募っていま す。寄付 金は、当財団 が行う講 座・講演会な

ど、さまざま な事業 経費に充てさ せてい ただきます。  

※詳細は  →  http://www.iiclo.or.jp/donation_10th.html  

※ Syncable（ シ ン カ ブ ル ） ＝ 継 続 寄 付 （ 毎 年 ／ 毎 月 ）、 単 発 寄 付 が 選 べ ま す 。 

→  https://syncable.biz/associate/19800701  

 

●  YouTube 版「本の 海大冒険」  https://www.youtube.com/@iiclo1196  

※公開内容一 覧は  →  http://www.iiclo.or.jp/m1_youtube/index.html  

 

●  Instagram 随時更新  https://www.instagram.com/iiclo_official/  

 

●  Ｘ（旧 Twitter）  毎日更新  https://twitter.com/IICLO_News  
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《１》この本 読んだ ？  Yasuko's ＆  Takeo's Talk 
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『 心 の 遠 き と こ ろ  は じ め て の 坪 田 譲 治 』  坪 田 譲 治 /作  山 根 知 子 /編  及

川賢治 /装画  小峰 書 店  2026 年 3 月  対 象年齢：小学 校高学 年以上  
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＊今回のゲス トは 当 財団理事の宮 川健郎 さん（Ｔ）で す。  

 

概要：日本を代表 す る童話作家の ひとり 坪田譲治（ 1890-1982）の、母親の存

在を何度も確 認する よちよち歩き の正太 を描いた「 母ちゃん 」、癇癪持ち の

父 が 母 に 食 事 の 支 度 を う な が す た め に 家 の 近 く の 橋 で 咳 払 い を し て 知 ら せ

た「エヘンの橋 」、お じいさんの経 験を語 った「河童の話 」、善 太と三平の兄

弟の会話で展 開する「善太と三平」と「魔 法」、山の中 で見つけ た大きくお

いしいビワの 実の話「 ビワの実」、幼い 頃お かあさんがぶ どうを とりにいっ

たまま生き別 れにな ってしまった こぎつ ねを描いた「きつねと ぶどう」、級

友 に け し か け ら れ て け ん か を す る よ う に な っ た タ ロ ウ と ジ ロ ウ が 、 そ の 後

仲 良 く な る ま で を 描 い た 「 け ん か タ ロ ウ と け ん か ジ ロ ウ 」 と い う ８ 編 の 短

編 と 、 中 編 で 映 画 化 も さ れ た 父 親 の 会 社 で の 浮 き 沈 み を 子 ど も の 視 点 か ら

見た「風の中 の子供 」を収録した 作品集 。  

 

Ｙ：奥付に編 集協力 としてお名前 があり ます。  

Ｔ：岡山市が 主催す る「坪田譲治 文学賞 」 40 周年記念で出版 されることに な

った本です。相 談があ って、本の出版 のお手 伝いをしたり、オンラ インの編

集会議に出席 したり しました。  

Ｙ：「心の遠きと ころ 」って魅力 的なタイト ルですがこれ はどこ から来たこと

ばですか。  

Ｔ：坪田譲 治先生は 、「心の遠き ところ花 静なる田園あ り」と いう言葉が好 き

で、よく色紙に も書か れていました。僕の家 にも飾ってあ ります。故郷を理

想郷、桃源郷 と感じ る気持ちが表 れた言 葉です。  

Ｙ ： 掲 載 さ れ て い る 作 品 を 順 々 に 読 ん で い く と 、 母 親 と 離 れ が た い 幼 い 子 ど

もが主人公の「 母ちゃ ん」から、父親 が会社 の紛争で警察 に連行 されるのを

見る小学１年 と５年 の兄弟を描い た「風の 中の子供」まで 、作品 によって名

前はちがうけ れど、 子どもたちが 成長し ていくさまが 読み取 れます。  

Ｔ ： 作 品 の 発 表 順 で は な い こ の 構 成 に 編 者 の 山 根 知 子 さ ん の 工 夫 が あ る と 思

います。「編 者解説」は、作品を解説し な がら、坪田先生の 人 生と故郷岡山

の こ と を わ か り や す く 紹 介 し て い ま す 。 先 生 の 随 筆 な ど の 引 用 も 的 確 で 、

解説を読むこ とによ って、作品世 界をよ り深く知るこ とがで きますよね。  

Ｙ：どの作品 が好き ですか。  

Ｔ：「母ちゃ ん」が好 きです。「こ の現実は ほんとうに現 実なの か 」と思う子ど

もの存在の不 安が巧 みに描かれて いて、坪 田先生の童話 の代表 作である「魔

法 」 に つ な が り ま す 。 善 太 と 三 平 の 立 場 か ら 社 会 的 な 事 件 を 描 き 切 っ た 小

説「風の中の 子供」 もすばらしい と思い ます。  

Ｙ ： ど の 作 品 も 、 作 者 自 身 を 思 わ せ る 大 人 の 語 り 手 の 語 り で 書 か れ て い ま す

が、味わい豊か な日本 語で、あくまで 子ども の視点に寄り 添って いる、独特

な 文 体 に な っ て い る と 思 い ま し た 。 そ し て 、 子 ど も 同 士 の 会 話 は 特 に い き

いきと感じら れます 。  

Ｔ：及川賢治 さんに よる表紙の絵 も楽し んでほしいで す。  

Ｙ：黄色い色 が印象 的です。 1935 年に出版された『坪 田譲治 童話集  魔法 』

（健文社）の 黄色と も響き合うと 思いま した（装幀： 深澤省 三）。  

 

*****************************************************************  

《２》イーハ トヴ周 遊  宮沢賢治 の童話 を読破する  

*****************************************************************  

イーハトヴ周 遊  宮 沢賢治の童話 を読破 する  

第 126 回「童話集『 注文の多い料 理店』 新刊案内（広 告文）」  

 童話観にみ る自信  

 

童 話 の 理 論 書 は と の お 葉 書 で す が 、 何 分 い ま だ 病 中 で 力 を 入 れ た 仕 事 六 ヶ



しく、それに理論 はど うもその時き りのも ので、強ひて、書けば しばらくそ

れ に 縛 ら れ な け れ ば な ら な い や う な 気 が し ま す の で 、 今 の 所 は は な は だ 自

信ありません 。  

 

これは、宮沢 賢治が親 交のあった画 家・高橋忠弥に宛てた 手紙の 一節です（昭

和８年６月 30 日付、書簡〔 476〕）。このよ うに述べ、賢治は 自身 の童話理論を

まとめること はあり ませんでした 。しかし 一方、作品と してでは なく、自らの

童 話 観 を 書 い て い る 文 章 が い く つ か あ り ま す 。 童 話 集 『 イ ー ハ ト ヴ 童 話  注

文の多い料理 店』出版（大正 13 年）に際 して作られた「新刊 案内」もその一

つです。  

 

イ ー ハ ト ヴ は 一 つ の 地 名 で あ る 。 し い て 、 そ の 地 点 を 求 む る な ら ば 、 そ れ

は、大小クラウス たち の耕していた、野 原や 、少女アリスがた どっ た鏡の国

と 同 じ 世 界 の 中 、 テ パ ー ン タ ー ル 砂 漠 の は る か な 北 東 、 イ ヴ ン 王 国 の 遠 い

東と考えられ る。  

 

有名なこの書 き出し には、自らの童話 を「 イーハトヴ」と呼 び、アンデルセン

やルイス・キャロル、タゴール、ト ルストイ の世界とのつ ながり が語られてい

ます。そし て、「じつ にこれは著者 の心象 中に、この ような状 景をもって実 在

したドリーム ランド としての日本 岩手県 である。」 と続けら れ ます。  

 

「新刊案内」ですか ら 、すなわち「広告文」です。しかし、これは 単なる広告

に留まるもの ではな いようです 。「この童 話集の一列は じつに 作者の心象ス ケ

ッチ（ここ まで原文 には ○の圏点 あり）の一部である 」「 これ らはけっして 偽

でも仮（原文 ママ）空 でも窃盗でも ない。多 少の再度の内 省と分 析とはあって

も、たしかに このとお りその時心象 の中に 現われたもの である」と書き、短い

文章のなかに「心象」という語を ３ 度も繰 り返して自ら の創作 手法「心象ス ケ

ッチ」を強調しま す。そして、心象に確 かに 現われた世界 は「どん なに馬鹿げ

ていても、難 解でも必 ず心の深部に おいて 万人の共通」であると 記します。賢

治が「童話」というジ ャンルを借り た理由 も、一つはそ こに存在 するのかもし

れません。  

 

こ の 新 刊 案 内 は 、 当 時 無 名 で あ っ た 賢 治 が 、 第 一 童 話 集 の 刊 行 に 合 わ せ て 自

ら の 創 作 の 意 味 や 特 色 を わ か り や す く 語 っ た も の で す 。 そ の 意 味 で は 、 文 壇

お よ び 読 者 へ の 挑 戦 状 の よ う で も あ り ま す 。 晩 年 、 童 話 の 理 論 書 に は 自 信 が

ないとした賢 治です が、自らの創作、と り わけ「心象スケッ チ」は自らの作品

を 表 現 す る も の と し て 揺 る ぎ な い 自 信 と 信 念 を 持 っ て い た こ と が う か が え ま

す。（ペ吉 ）  

 

（本文の引用 は、角 川文庫版『注 文の多 い料理店』に よりま した。）  

 

*****************************************************************  

《３》子ども の本の 珠玉のことば  ８１  

*****************************************************************  

 

「そうらあ、 来た、 来た。」  

 善太がそれ を見て 、大きな声を 出しま した。  

「ね、これ、今の坊 さ んなんだよ。もう 蝶に なって飛んで 来ちゃ った。早いも

んだ。」  

 これで三平 も少し 不思議になっ て来ま した。ほんとに、この あげはの蝶と 、

今の坊さんと 、どこ か似たところ がある ようです。そ こで聞 いて見ました 。  

「ほんとう、 兄ちゃ ん。ほんとう に魔法 使ったの。」  

「そうさあ、 大魔法 を使ったんだ 。」  



「ふうん、い つ使っ たの。」  

「今さ。」  

「今って、な にもし なかったじゃ あない の。」  

「 そ れ が し た の さ 。 三 平 ち ゃ ん な ん か に 分 か ん な い よ う に や っ た ん だ 。 だ か

ら魔法なんだ 。」  

「ふうん、そ うかね え。」  

 三平はすっ かり感 心してしまい ました 。  

 

（「魔法」 『心の 遠 きところ  は じめて の坪田譲治』 坪田譲 治 /作  山根知

子 /編  小峰書店  2026 年 3 月  p.47）  

 

坪田譲治の兄 弟を描 いた「善太三平」も の の一作です 。「兄ちゃ ん、おやつ。」

と三平が庭へ 駆けこ んでいくと、善太は「 魔法を使って るとこ ろ」だと言い ま

す。そして、三平に 蝶 が来る魔法を 使って いたというと、三 平が「僕んだって

出来らあ。」と言 い、善太は三平に はでき ないと言って けんか になります 。善

太 が 三 平 を 蝶 に す る と 言 い 、 三 平 が そ れ を お も し ろ が っ た と こ ろ か ら 、 善 太

は 三 平 に 人 を 違 う 生 き 物 に 変 身 さ せ た 証 拠 を 見 せ な け れ ば い け な く な り 、 引

用の場面にな ります 。  

 

二 人 の 会 話 が リ ズ ミ カ ル で す 。 三 平 が ど ん ど ん 善 太 の ペ ー ス に 巻 き 込 ま れ 、

善 太 が そ れ を 知 っ て 三 平 を 信 じ さ せ る た め に 必 死 に な る 様 子 が と て も ユ ー モ

ラ ス で す 。 こ の あ と 、 善 太 は 通 る 人 ご と に 魔 法 を 使 っ て 虫 や ミ ミ ズ な ど に 変

身 さ せ 、 二 人 は 縁 側 に 行 列 を つ く ら せ て お や つ を 食 べ 食 べ 遊 び ま す 。 空 想 の

世 界 と 現 実 の 世 界 を 行 き 来 し な が ら 、 そ れ ら を 分 け ず に 同 じ 地 平 に 感 じ て 遊

ん で い る ち ょ う ど こ の 年 齢 の 子 ど も の 様 子 が 伝 わ り ま す 。 二 人 は 、 縁 側 と い

う家と庭の間（は ざま ）の空間で、子ども だ けの世界だか らこそ の、時計では

計れない時間 を過ご しています。  

 

『心の遠きと ころ』の「編者解説」でも引 用 されています が、四十 歳になって

善太と三平ば かりを 書くようにな った坪 田は、「 その頃 、この 二人は、私 の心

中、作品の世 界では、林の中のコン モリ茂 った太い木の 下にお りました。木 を

廻 っ て お い か け 合 っ て い る よ う で し た 。 そ う い う イ メ ー ジ が 、 い つ も 頭 の 中

に あ っ た も の で す か ら 、 そ の 善 太 と 三 平 を 一 つ の 事 件 の 中 、 あ る い は 環 境 の

中 に 入 れ る と 、 す ぐ に 二 人 は 活 躍 を は じ め ま し た 。 そ れ を 舞 台 を 見 る よ う に

して描写して 行くの が、その頃 の私の創 作だったよう に思い ます。」（「あとが

き」『坪田譲 治全集』第十巻  p.352）と書いています。この 作品 でも善太と三

平 が 走 っ た り 、 立 ち 止 ま っ て 考 え た り 、 対 話 し た り す る 様 子 が い き い き と 伝

わります。（Ｙ）  

 

*****************************************************************  

《４》  行って来ま し た！   

*****************************************************************  

刈谷市美術館 で３月 22 日まで開催されて い る「三浦太 郎展  絵 本 とタブロー」

に行ってきま した。 三浦太郎は、 1968 年生まれで、愛 知県西 尾の出身です 。

2001 年を皮きりに、 イタリア・ボ ローニ ャ国際絵本原 画展に ６回も入選し 、

審査員も務め ました 。また、 2004 年にヨーロッパで絵 本作家 としてデビュ ー

し、『く っついた 』（ こ ぐま社  2005 年）、『 ちいさなおう さま』（ 偕成社  2010

年）、『みち 』（あす な ろ書房  2022 年）など数多くの絵 本を出 版しています 。 

 

刈谷市美術館 のホー ムページによ ると、「 本展は、2022 年に板橋区立美術館 で

開 催 さ れ た 初 の 大 規 模 な 個 展 以 降 に 制 作 さ れ た 作 品 を 加 え 、 三 浦 太 郎 の 絵 本

とタブローの 仕事を 存分に紹介す るもの です。」とあり 、2022 年からの発展 ぶ

りも見ること ができ ます。  



 

全体の構成は 、「初期 作品」「ラ・ジョワ・ド ゥ・リール出版か らの 最初の絵本」

「メディアバ カ出版 との仕事」「コッ ライ ーニ出版との 仕事」「「 ワークマンス

テ ン シ ル 」 シ リ ー ズ 」「 赤 ち ゃ ん 絵 本 の 三 浦 太 郎 」「 子 ど も の 成 長 と 物 語 の 変

化」「『 ちいさなお うさ ま』三部作」「「こど も アイデンティ ティー」シリーズ」

「風景スケッ チと『 みち』」「新作 『ゆき 』」となってい ました 。  

 

ボローニャ絵 本原画 展で見覚えの あった「 いつもとちが う日」は 、機関車が走

る 線 路 が 交 差 し て い た り 、 ふ と ん の 上 で 子 ど も が ス キ ー を し て い た り 、 空 想

豊 か な 世 界 が カ ラ フ ル に 展 開 し て お り 、 三 浦 太 郎 ワ ー ル ド の 原 点 を 見 た よ う

に感じました 。  

 

また、『ぼうしか ぶっ て』（ 童心社  2020 年）や『 ゴリラのお とう ちゃん』（こ

ぐま社  2015 年）の展示のキャプ ション には、パソコ ンで絵 を描いてプリ ン

ト ア ウ ト し て 、 そ れ を 切 っ て 紙 に 貼 り 、 ま た パ ソ コ ン に 読 み 込 む と い う 制 作

過 程 が 説 明 さ れ て お り 、 デ ジ タ ル と ア ナ ロ グ を 往 復 し て 作 品 が 作 ら れ て い る

ことがとても 興味深 く感じました 。  

 

何といっても 印象的 だったのが 、『ゆき』の原画でした。白 い 空間に、緑がか

っ た 黒 が 美 し く 、 背 景 に 雪 が 降 り 積 も っ て い る 様 子 が 想 像 で き 、 奥 行 き が 感

じられました 。お茶 席には、『ゆき 』をイ メージした襖 絵と掛 軸が飾られて お

り 、 部 屋 全 体 が 雪 の 世 界 の よ う で 、 雪 の よ う な お 饅 頭 と 緑 の お 茶 を 楽 し み ま

した。（Ｋ ）  

 

刈谷市美術館  https://www.city.kariya.lg.jp/museum/  

 

*****************************************************************  

《５》  宮川健郎  私 の出会った児 童文学 者たち  第２ ８回  

*****************************************************************  

第６章  鳥越 信先生  

その１  三つ の児童 文学史展 （下 ）  

 

1979（昭和 54）年 11 月、鳥越信 先生（ 1929～ 2013 年）が監修し た児童文学史

展のお手伝い で、鳥越 先生といっし ょに沖 縄に行きまし た。私は 、１年浪人し

て入学した大 学院の １年次で、 24 歳でし た。  

 

この連載では 、「 思い 出話」を語 るだけで はなく、私 の出会っ た児童文学作 家

や評論家の仕 事に対 する考察や、さらには 、そこから、現代児童 文学史のとら

え直しも試み ます。 ご愛読くださ い。  

 

＜本編はこち らから ＞  

http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/watashinodeatta.html  

 

*****************************************************************  

《６》  富安陽子  腕 だめし  ＳＴ ＯＲＹ  ＣＯＭＰＥ． ２０２ ５  

*****************************************************************  

ＳＴＯＲＹ  ＣＯＭＰ Ｅ．第２回 の 投票受 付中！  

キーワード「パン 」「 ワニ」を使った応募 作品（ ２月２日締切 ）の 中から選ば

れた５作品の うち、 いちばんおも しろい と思った作品 に投票 してください 。  

◆こちらに５ 作品を 公開していま す。 ↓  

http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/storycompe.html#186_5sakuhin  

◆投票締め切 り：３ 月 31 日（火）  

投票はこちら から→  https://forms.gle/XS9nkYTKjPRuVZEg9  

http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/watashinodeatta.html
http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/storycompe.html#186_5sakuhin
https://forms.gle/XS9nkYTKjPRuVZEg9


 

みなさんの投 票を集 計し、上位２作品 を 次 号のメールマ ガジン で発表します 。

同じ条件で書 いた、 富安陽子理事 長の作 品も公開しま す。お 楽しみに！！  

＜詳細はこち らをご 覧ください＞  

http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/storycompe.html  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【３】全国の イベン ト紹介  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

●「チェコ絵 本の父  ヨゼフ・ラ ダ展」  

場所：市立伊 丹ミュ ージアム（兵 庫県伊 丹市）  

会期：４月 10 日（金）～６月７日（日） 10： 00～ 18： 00 ※月曜休館、有料  

主催：市立伊 丹ミュ ージアム  

 

上記イベント の詳細 およびその他 の講座 ・講演会、展 示会、 公募情報につ い  

ては、こちら からご 覧ください。 ↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html  

※イベント情 報をお 送りください 。当財 団ＨＰに掲載 させて いただきます ／  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【４】プレゼ ント  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

今号のコラム《１ 》「 この本読んだ ？」で 紹介しました『心の 遠きところ 』を

プレゼントし ます。ご 希望の方は、プレ ゼン ト応募フォー ムから 、（ 1）お名前  

（ 2）郵便番号・住 所  （ 3）電話番号  （ 4）メ ールアドレス、よろし ければ  （ 5）

このメルマガ のご感 想をお書きの うえ  ご 応募ください 。  

応募フォーム ⇒  https://forms.gle/uL2TpNhMEYWJpnQ9A  

締切は４月 10 日（金 ）、当選発 表は発送 を もって代えさ せてい ただきます／  

 

編┃集┃長┃ の┃つ ┃ぶ┃や┃き ┃  

━┛━┛━┛ ━┛━ ┛━┛━┛━ ┛  

児童自立支援 施設の 卒業式に行っ てきま した。卒業生 の言葉 では、施設に 入

った時はすべ ての大 人が嫌いだっ たが、 寮長・寮母さ んに自 分のこれまで を

語ったら一緒 に泣い てくれ、大人 に対す る見方が大き く変わ ったというこ と

が語られまし た。卒 業生たちの未 来に幸 あれと精いっ ぱいの 拍手で見送り ま

した。（Ｔ Ａ）  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

------------------------------------------------------------------  

み な さ ま の ご 意 見 ・ ご 感 想 を お 聞 か せ く だ さ い 。 下 記 メ ー ル ア ド レ ス ま で お

願いします。  

原則として返 信はい たしませんの でご了 承ください。  

●このメール マガジ ンは、ご登録 いただ きました皆様 に配信 しています。  

●配信の登録 ・解除 ・変更は、  

  http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html  

●このメール の送信 アドレスは配 信専用 です。  

●記事の無断 転載は ご遠慮くださ い。  

------------------------------------------------------------------  

発行：一般財 団法人  大阪国際児童 文学振 興財団  http://www.iiclo.or.jp/ 

〒 577-0011 大阪府東 大阪市荒本北 1-2-1 大阪府立中央 図書館 内  

TEL： 06-6744-0581  FAX： 06-6744-0582  E-mail： office＠ iiclo.or.jp 

------------------------------------------------------------------  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/storycompe.html
http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html
https://forms.gle/uL2TpNhMEYWJpnQ9A
http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html
http://www.iiclo.or.jp/

